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日時 地域 テーマ 会場 
9 月 27 日 愛知県名古屋市 学校化社会と自己肯定感 労働会館本館 




















































固体的近代（ソリッドモダン） 項目 液状的近代（リキッドモダン） 
神、宗教、伝統、親 生き方の指針 自分 
親、親方 ロールモデル 無い 
狭い、村 生活圏、活動範囲 広い、世界中 
少ない 接する人 多い 
少ない、遅い 移動量、速度 多い、速い 
緩やか 文化、流行の変遷や発展 早い、突発的 
ラジオ、テレビ メディア SNS、ネットコンテンツにより多元化 
一家に１台（固定） 電話 個人所有（移動可） 
一定 ライフコース 多様 
年齢、就職、結婚 大人モデル 曖昧 
未完成なもの 子ども 無限の可能性を秘めたもの 
終身雇用 働き方 転職、中途採用、解雇が当然 
するべきもの、周囲の援助有り 結婚、就職 個人の意思と力量 
夫に従う 夫婦の姓 自由選択 
よくないもの、避けるもの 離婚 個人の意思であり、ありえること 
拡大家族 家族形態 核家族、ひとり親世帯、単身世帯 
共同体、親族、家族 子育ての責任 家庭、夫婦、個人 
決まっている フツウの人間 決まっていない 
男女（セックス）、二者択一 性役割 LGBTQ+、SOGI、多様（虹色） 
尊重されず、不自由 個人の意思 尊重され、自由 
一様 幸せの形 多様 
従うべき絶対的なもの 魔法、宗教 合理性を欠いた非科学的なもの 
少ない、想定内 リスク、トラブル 多い、想定外 
与えられるもの アイデンティティ 獲得するもの 
ゴール有り 教育 ゴール無し 
一定レベルの習得で完成 知性や能力 より高く必要とされ、完成がない 
レールに乗せる 教師の仕事 未知の未来への知識と思考を育む 
共同体 責任の所在や行動単位 個人 
歴史的伝統的な型への一致 指導の方法 過去を疑い、対象の意思を尊重 


























































































































































































































































































































Twitter、Instagram は LINE ほど子どもや若者が全員等
しく使っておらず、個々の性格や趣味そして学校での
所属グループによって頻度や活用度合いが異なる。ま















































の態度は組織化された me を構成し、次に人はその me





















































課題）である。しかもトランスジェンダーは M to F や






































































































































































































































































と男子では高位で 37.3、中位で 22.6％、低位で 44.2％、
いじられ層で 69％が当てはまるを選んでいる。一方女
子では高位で 31.8％、中位で 30.4％、低位で 51.9％、
いじられ層で 47％となっている。男子いじられ層と女






























                                                                                       
の合計が、自分の部屋 89,0％、家庭 79,9％、インター





















男子は 2.7 個、高校生女子は 3.4 個、大学生男子は 2.6
個、大学生女子は 2.5 個とされる 19）。 

























































































































































年の世界ジェンダーGAP ランキングは 121/153 位と
低い。過去は、2018 年 110/149 位、2017 年 114/144
位、2016 年 111/144 位、2015 年 101/145 位、2014
年 104/142 位、2013 年 105/136 位、2012 年 101/135
位、2011 年 98/135 位、2010 年 94/134 位、2009 年
101/134 位、2008 年 98/130 位、2007 年 91/128 位、







年、2010 年、2011 年、2017 年に記録）や、（過去最
















は Me too 運動や Ku too 運動、フラワーデモ、with 
yellow 運動、リプロダクティヴヘルスライツの制定と
いった動き、更には袴、ブルマー、もんぺ、ミニスカ
ートの着用が挙げられ、女性差別とその運動には枚挙
に暇が無い。翻って「男らしさ」を男性に望む風潮、
男性の育休の取りづらさや、男性から見た生殖権、DV
をはじめとする男の性被害という男のジェンダー的課
題（男性学の観点）に関しても当然留意すべきである。 
３３ 生活面における例を挙げれば完食指導がある。給
食ハラスメントという言葉もあるように、アレルギー
のある子どもに配慮しないことは命を奪う暴力となる。 
